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シニアライフ（高齢社会） 

歩行をアシストするパーソナルモビリティビークル（PMV） 

研究 

概要 
路面を蹴って進む、近距離の移動をアシストする新しい移動ツール 

 

 ライフデザイン学部 人間環境デザイン学科 

高橋 良至 教授 Yoshiyuki Takahashi 

研究キーワード：歩行アシスト 

URL： http://researchmap.jp/g0000206012 
 

研究シーズの内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短時間・短距離であれば歩行可能な人が、より長い時間や距離を自ら体を動かして移動し、社会と関わり

合いを持つことができれば、健康の維持や生きがいを持ったハリのある暮らしに繋がると考えられます。 

そこで、近距離移動の支援を目的とし、可能な限り要介護状態とならないようにする“予防介護”に貢献す

る、パーソナリティモビリティビークル（PMV）を提案します。 

 

本研究で開発したPMVは、路面の蹴り出しにより前進するとき、車輪の回転をセンサで検出し、速度が緩やか

に低下するようモータで滑走をアシストすることで、単に蹴りだすよりも長い距離を滑走することができる移動ツ

ールです。また簡単な操作で折りたたむことができ、バスや電車等の公共交通機関に持ち込み移動すること

で、移動範囲を拡大することも可能であると考えます。 

活用例・産業界へのアピールポイント 

自転車やシルバーカーに代わる、市街地における高齢者の日常の足として 

 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

・特開 2015-029891「蹴りだし検出による歩行補助車両」 

・イノベーション・ジャパン 2014 出展「高齢者らの介護予防や自立的な移動をサポートする走行アシ

スト車両」 
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シニアライフ（高齢社会） 

筆跡情報を用いた高齢者の筋力・運動機能の簡便な評価法の開発 

研究 

概要 

筆跡情報を取得できるデジタルペンを用いて、ひと筆書き図形模写をした際の筆跡情報から

高齢者の筋力や運動機能を評価できることを明らかにしました。 

 

 生命科学部 生命科学科 

川口 英夫 教授 Hideo Kawaguchi 

研究キーワード： 高齢者 運動機能 筆跡 図形模写 転倒防止 スクリーニング 

URL： http://www.toyo.ac.jp/site/dlsc/kawaguchi.html 
 

研究シーズの内容 

高齢者の筋力や運動機能は加齢とともに低下してしまいます。これら運動能力が低下すると転倒

による寝たきりのリスクが高くなるため、高齢者の生活の質（Quality of Life：QOL）の低下に大きくか

かわります。そこで高齢者の運動能力について、この低下の程度を把握し、でき得る限り早期に予防

処置を講ずる必要があります。本研究では筆跡情報を取得できるデジタルペンを用いて、高齢者の

筋力や運動機能の簡便な評価法を開発しました。デジタルペンを用いることの利点は、同時に多数

の高齢者を対象とした測定を低コストで実現可能なためスクリーニングに適していること、さらに図形

を書くだけなので高齢者の身体的な負担も軽減される点です。 
本研究の調査は、常総市・筑波大学・東洋大学が共同で進めている「常総プロジェクト」の介護予

防教室に参加した高齢者（52 歳～93 歳の男性 9 名、女性 35 名の合計 44 名）を対象としました。

常総市の地域公民館を訪問し、研究協力者にデジタルペンを用いて質問票の用紙に記入していた

だきました。その後、デジタルペンの記録から記入内容のそれぞれの筆跡情報（例：平均筆速、加速

度落ち込み回数（図２参照）、筆圧）を分析しました。身体測定と運動機能（Physical and Motor 
Function：PMF：血圧、身長、握力平均、開眼片足立ち、腹囲、Skeletal muscle index：SMI 等）を測

定し、研究協力者の運動能力を評価しました。これらの筆跡パラメータと PMF との関係を分散分析

した結果、最も有用と考えられる『ひと筆書き図形模写（図１参照）』において、加速度落ち込み回数

やこれを用いた複合パラメータから運動能力を測ることができました。具体的には、男性は握力平均

（r = -0.73）、女性は SMI（r = 0.79）と加速度落ち込み回数が最も相関が高いことが判明しました。こ

の結果より、筆跡の時間情報を用いた運動能力の評価が可能であることが分かりました。 
 

 

 

 

 

 

 

図１．ひと筆書き図形模写の例              図２．加速度落ち込み回数の例 

活用例・産業界へのアピールポイント 

① 高齢者の生活の質（QOL）や心身の健康維持のためのスクリーニングツール 
② 転倒予防・寝たきりの防止工学 

特記事項(関連する発表論文・特許名称・出願番号等) 

【発表】 Tabata M, Kawaguchi H et al., Neurosci Abstr, 343 (2015) 
【出願特許】 特願 2014-259818 

○：加速度のプラスからマイナスへの変化
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